
　

梅
雨
前
線
の
影
響
で
降
雨
が
多

く
な
る
6
月
は
、
土
砂
災
害
の
発

生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
で

の
災
害
対
策
と
身
近
な
危
険
箇
所

を
確
認
し
、
早
め
の
対
応
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

○
家
庭
で
の
災
害
対
策

・ 

指
定
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・ 

非
常
持
出
品
を
袋
に
入
れ
て
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・ 

緊
急
時
の
連
絡
先
や
家
族
の
行

動
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

　

高
山
市
の
南
部
地
域
の
名
所

を
め
ぐ
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が

5
月
18
日
に
行
わ
れ
、
各
地
の

自
然
や
歴
史
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
「
飛
驒
南
部
の
歴
史
に
ふ
れ

る
旅
」
と
題
し
た
ツ
ア
ー
は
、

一
之
宮
、
久
々
野
、
朝
日
、
高

根
地
域
の
観
光
事
業
に
携
わ
る

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
作
る「
広
域

観
光
振
興
会
議
」が
主
催
。

　

同
地
域
の
振
興
を
目
的
に
昨

年
発
足
し
、
今
年
初
め
て
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

みんなで防ごう土砂災害みんなで防ごう土砂災害
6月は土砂災害防止月間です

○
危
険
が
迫
っ
た
と
き

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象

　

情
報
に
注
意
し
、
災
害
が
発
生

　

し
そ
う
な
場
合
は
、
す
ぐ
に
避

　

難
し
ま
し
ょ
う
。

・  

避
難
の
際
は
、
手
荷
物
は
少
な

く
身
軽
に
し
て
指
定
避
難
所
へ

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
企
画
課

35-

3
1
3
1

維
持
課

35-

3
3
4
0

　市では、避難が必要と判断した場合、
避難勧告や避難場所の開設状況などの情
報を、防災無線、市ホームページ（携帯電
話でも閲覧可能）、ヒッツＦＭのほか広報
車や町内会長への連絡などによりお知ら
せします。
HP http://www.city.takayama.lg.jp/
携帯用HP http://www.city.takayama.lg.jp/i/

●危険箇所パトロールを実施します：6月19日・市内40ヵ所

高
山
市
南
部
を
め
ぐ
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

　

当
日
は
高
根
地
域
の
野
麦
峠
を

皮
切
り
に
、
朝
日
地
域
の
カ
ク
レ

ハ
高
原
、
久
々
野
地
域
の
堂ど

う

之の

上そ
ら

遺
跡
、
一
之
宮
地
域
の
飛
驒

一い
ち
の
み
や
み
な
し

宮
水
無
神
社
を
、
地
元
の
ガ
イ

ド
を
受
け
見
学
。
参
加
者
か
ら
は

「
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
地
域
の
魅

力
が
い
っ
ぱ
い
」「
今
度
は
知
人

や
家
族
を
誘
っ
て
行
き
た
い
」と

の
声
が
上
が
っ
て
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

は
今
秋
に
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

高
山
市
南
部
を
め
ぐ
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

歴
史
や
自
然
の

歴
史
や
自
然
の

魅
力
が
い
っ
ぱ
い

魅
力
が
い
っ
ぱ
い

ガイドの説明を受けて旧野麦街道を歩く
参加者（松本市との境）

飛驒一宮水無神社（一之宮町）

土砂災害全国統一防災訓練
●日時　6月1日（日）午前9時～
●場所　国府町桐谷地内ほか
高山市、桐谷町内会、消防団国府支団など、約250人
が参加して、土砂災害を想定した防災訓練を行います。
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